
ち
な
桑
に
、
田
代
三
喜
の
『
能
一

元
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
能
毒
集
』
も
現
存
し
て
お
り
、
そ
の

（
京
都
府
京
都
市
）

『
本
草
綱
目
』
の
わ
が
国
へ
の
伝
来
年
、
お
よ
び
そ
の
初
版
で
あ

る
金
陵
本
の
伝
存
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
定
説
が
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
に
訂
正
。
追
加
す
べ
き
知
見
を
得
た
の
で
報
告
し
た
い
。

『
本
草
綱
目
』
の
日
本
へ
の
伝
来
は
、
こ
れ
ま
で
慶
長
十
二
年
（
一

六
○
七
）
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
『
徳
川
実
記
』
の
同
年
四
月
の

条
に
、
「
（
林
羅
山
が
）
長
崎
に
て
本
草
綱
目
を
購
求
し
、
駿
府
に
献

じ
奉
る
」
と
記
録
さ
れ
お
の
に
よ
る
。
白
井
光
太
郎
・
南
方
熊
楠
・

渡
辺
幸
三
・
岡
西
為
人
一
．
上
野
益
三
・
木
村
陽
二
郎
ら
諸
氏
は
、
い

ず
れ
も
こ
の
説
を
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
林
羅
山
の
第
三
子
の
春
斎
が
ま
と
め
た
羅
山
の
年
譜

（
一
六
六
二
年
刊
『
羅
山
先
生
集
附
録
』
巻
一
）
に
は
、
定
説
を
遡

る
記
録
が
見
え
る
。
「
既
見
書
目
」
と
通
称
さ
れ
る
こ
の
記
録
は
、

『
本
草
綱
目
』
の
伝
来
と
金
陵
本

宣
〆、

柳

誠
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羅
山
が
二
十
二
歳
の
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
ま
で
に
見
た
四
百
四

十
余
部
の
書
名
を
列
記
し
て
お
り
、
羅
山
自
筆
の
目
録
に
基
づ
く
と

い
う
。
「
既
見
書
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
医
薬
書
は
以
下
の
十
一
書

で
あ
る
。

『
素
問
』
『
霊
枢
』
『
本
草
蒙
筌
』
『
本
草
綱
目
』
『
和
剤
方
』
『
医
経

会
元
』
『
運
気
論
』
『
難
経
本
義
』
『
痘
疹
全
書
』
『
医
方
考
』
『
医

学
正
伝
』

し
た
が
っ
て
長
崎
で
入
手
し
た
『
本
草
綱
目
』
を
家
康
に
献
上
し

た
三
年
前
の
一
六
○
四
年
ま
で
に
、
林
羅
山
が
ど
こ
か
で
本
書
を
見

て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
当
然
な
が
ら
本
書
の
日
本
へ
の
伝
来
も

一
六
○
四
年
以
前
と
な
り
、
定
説
は
改
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
羅

山
の
研
究
者
に
こ
の
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
医
史
学
や
東
洋

医
学
の
世
界
で
は
旧
説
が
通
行
し
て
い
る
の
で
、
敢
え
て
注
意
を
喚

起
し
た
い
。

一
方
、
『
本
草
綱
目
』
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
一
五
九
六
年
刊
の

初
版
、
い
わ
ゆ
る
金
陵
本
の
伝
存
が
少
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
所
在
と

部
数
が
と
か
く
取
り
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
各
説
で
は
現
存
を

四
部
と
す
る
も
の
か
ら
、
七
部
と
す
る
も
の
ま
で
あ
り
、
所
在
も
一

定
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
金
陵
本
の
確
実
な
所
蔵
先
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

①
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
井
口
直
樹
の
献
本
で
曲
直
瀬
玄
朔

の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

②
国
立
国
会
図
書
館
田
沢
仲
野
の
旧
蔵
で
、
榊
原
芳
楚
の
献

本
。

③
京
都
府
立
植
物
園
大
森
記
念
文
庫
白
井
光
太
郎
の
旧
蔵
本
。

④
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫

⑤
米
・
国
会
図
書
館
森
立
之
の
旧
蔵
本
。

⑥
中
国
中
医
研
究
院
図
書
館

⑦
中
国
・
上
海
図
書
館

⑧
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
現
存
は
巻
十
九
’
二
十
八
の

一
○
巻
で
、
小
野
藺
山
・
伊
沢
藺
軒
の
旧
蔵
本
。

⑨
宮
城
県
図
書
館
現
存
は
巻
三
十
六
’
三
十
八
の
三
巻
で
、
伊

達
家
の
旧
蔵
本
。

こ
の
他
に
伊
藤
篇
太
郎
所
蔵
本
・
長
沢
規
矩
也
旧
蔵
本
、
ま
た

独
・
ベ
ル
リ
ン
王
立
図
書
館
に
①
８
詞
固
く
国
富
ａ
閃
四
日
吾
の
旧

蔵
本
が
あ
る
と
か
つ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
現
在

の
所
在
は
不
詳
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
王
重
民
「
中
国
善
本
書
提
要
』
に
よ
れ
ば
、
金
陵
本
の
版
木
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を
入
手
し
た
程
嘉
祥
が
そ
れ
で
一
六
四
○
年
に
印
刷
。
そ
の
版
本
は

米
・
国
会
図
書
館
に
二
部
現
存
し
て
い
る
。
当
版
は
出
版
者
名
の
部

分
を
彫
り
直
し
た
の
み
な
の
で
、
基
本
的
に
は
金
陵
本
と
同
版
と
い

え
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
と
⑧
⑨
の
残
本
を
含
め
る
な
ら
ば
、
金
陵

本
の
現
存
は
九
箇
所
に
計
二
組
ま
で
が
確
認
さ
れ
た
。

各
図
書
館
の
目
録
に
は
、
「
万
暦
刊
本
」
と
の
承
記
録
さ
れ
る

『
本
草
綱
目
』
も
少
く
な
い
。
今
後
、
調
査
が
進
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
ら
の
一
部
が
金
陵
本
と
認
め
ら
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。（

北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

小
野
蘭
山
（
一
七
二
九
’
一
八
一
○
）
の
幕
府
医
学
館
に
お
け
る

業
績
と
し
て
、
五
次
に
わ
た
る
諸
国
採
薬
、
本
草
講
義
と
こ
れ
に
も

と
づ
く
『
本
草
綱
目
啓
蒙
」
の
出
版
な
ど
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
医
学
館
付
属
薬
園
の
経
営
や
薬
品
会
の
鑑
定
な
ど
に
か
か
わ
る

重
要
な
業
績
に
つ
い
て
は
何
故
か
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い

な
い
。
蘭
山
の
事
業
は
、
そ
の
没
後
、
孫
意
畝
（
一
七
七
四
’
一
八

五
二
）
に
引
き
継
が
れ
て
幕
末
に
及
ぶ
が
、
意
畝
の
医
学
館
に
お
け

る
活
動
は
、
本
草
講
義
を
行
っ
た
か
ど
う
か
さ
え
疑
問
視
さ
れ
る
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

本
報
で
は
、
蘭
山
の
公
勤
日
記
『
蘭
山
先
生
日
記
」
三
巻
（
小
野

強
氏
所
蔵
蘭
山
自
筆
本
・
白
井
光
太
郎
写
本
）
、
意
畝
の
『
御
用
留
』

（
小
野
強
氏
所
蔵
意
畝
自
筆
本
）
お
よ
び
『
意
畝
日
記
』
二
十
五
巻

小
野
藺
山
・
薫
畝
と
幕
府
医
学
館
薬
園

遠
藤
正
治
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